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平成17年４月15日

横浜市教育委員会
教育長 伯井 美徳 様

青葉区黒須田地区等通学区域調整等委員会

委 員 長 松澤 孝郎

第一部会長 遠藤 一典

第二部会長 徳江 傳三

第三部会長 上杉 勲

青葉区黒須田地区等通学区域等に関する意見書

はじめに

あざみ野第二小学校と山内小学校の大規模化を改善するために、平成19年４月の開校予

定で青葉区黒須田に小学校が新設されることとなりました。これを契機として、本委員会

は、周辺の小中学校の通学区域の課題箇所を改善するため、平成16年10月に設置されまし

た。

広域の課題を効率的に検討するために３つの部会を設け、これまで７回にわたる会議を

行い、検討結果は 「委員会だより」として広く周知してきたところです。、

このたび、検討した結果を取りまとめましたので、次のとおり意見を申し述べます。
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１ 新設校及び関係小学校の通学区域について

関係小学校の通学区域の変更については、次のとおりとされたい （別添図参照 。。 ）

黒須田小学校 ○現行鉄小学校区域内の特別調整通学区域

（新設校） ただし、次の区域（やよいが丘自治会に係る区域）を除く。

大場町174番地の429、174番地の430、174番地の433、

214番地の５～214番地の８、231番地の31、231番地の33、

231番地の62、235番地の１、235番地の２、

242番地の14～242番地の20、350番地の３、350番地の４

○大場町のうち、現在あざみ野第二小学校、あざみ野第一小学校、

荏子田小学校の区域

ただし、大場町384番地の20～384番地の26（みすずが丘自治会に

係る区域）を除く。

鉄小学校 ○現行鉄小学校区域から特別調整通学区域を除いた区域

○大場町174番地の429、174番地の430、174番地の433、

214番地の５～214番地の８、231番地の31、231番地の33、

231番地の62、235番地の１、235番地の２、

242番地の14～242番地の20、350番地の３、350番地の４

（やよいが丘自治会に係る区域）

あざみ野第二 ○あざみ野三丁目、みすずが丘、あざみ野南二丁目・三丁目・四丁目

小学校 ○大場町384番地の20～384番地の26（みすずが丘自治会に係る区域）

荏子田小学校 ○現行荏子田小学校区域から大場町、黒須田を除いた区域

あざみ野第一 ○現行あざみ野第一小学校区域から次の区域を除いた区域

小学校 ・大場町

・あざみ野南三丁目15番地

○あざみ野二丁目38番地

山内小学校 ○現行山内小学校区域から、次の区域を除いた区域

・あざみ野南二丁目・三丁目・四丁目

・あざみ野二丁目38番地

・新石川二丁目５番、６番、12番、13番

・美しが丘五丁目１番～８番、12番

・都筑区あゆみが丘５番３号～５番５号

新石川小学校 ○現行新石川小学校区域

○美しが丘五丁目１番～８番、12番

○新石川二丁目５番、６番、12番、13番



- 3 -

２ 関係中学校通学区域について

関係中学校の通学区域の変更については、次のとおりとされたい （別添図参照 。。 ）

あざみ野中学校 ○変更後の、あざみ野第一小学校区域、あざみ野第二小学校区域、

荏子田小学校区域

すすき野中学校 ○現行すすき野中学校区域

○黒須田小学校区域

※黒須田小学校区域に特別調整通学区域を設定

（受入校：あざみ野中学校）

みたけ台中学校 ○現行みたけ台中学校区域から次の区域を除いた区域

・黒須田小学校区域

・市ケ尾小学校区域内のみたけ台中学校区域

もえぎ野中学校 ○現行もえぎ野中学校区域

○市ケ尾小学校区域の現行みたけ台中学校区域

○市ケ尾小学校区域の現行山内中学校区域

※市ケ尾小学校区域の現行山内中学校区域となっている区域に

特別調整通学区域を設定（受入校：山内中学校）

山内中学校 ○現行山内中学校区域から次の区域を除いた区域

・あざみ野二丁目38番地

・あざみ野南二丁目・三丁目・四丁目

・市ケ尾小学校区域の現行山内中学校区域となっている区域

・都筑区あゆみが丘５番３号～５番５号

３ 通学区域の変更時期について

通学区域の変更時期は、原則として、黒須田小学校の開校時の平成19年４月とされた

い。

ただし、次の区域については、できるだけ早い変更を望む保護者の要望があるため、

平成18年４月とされたい。

・市ケ尾小学校に係る中学校の通学区域

・都筑区あゆみが丘５番３号～５番５号

また、山内小学校と新石川小学校に係る通学区域変更についても、平成18年４月を目

途とされたい。

４ 経過措置について

(1) 平成19年４月の黒須田小学校開校時、黒須田小学校区域に居住する現あざみ野第二小

学校の児童は、黒須田小学校に通学することを原則とする。

(2) (1)以外については、通学区域変更後の指定校に就学することを基本とするが、既に

入学の児童生徒については、必要に応じ経過措置をとり、従前校への通学を継続でき

ることとされたい。
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(3) (2)で、従前の小学校を選択した児童については、中学校進学の際も小学校の友人関

係を考慮し、従前小学校の通学区域が指定する中学校への入学も選択できることとさ

れたい。

(4) 現在、鉄小学校区域内の特別調整通学区域で今回の変更によって鉄小学校区域にな

る現居住世帯（１ 新設小学校及び関係小学校の通学区域について「鉄小学校」欄参

照）については、経過措置により黒須田小学校に通学できるよう指定地区外就学を

認めていただきたい。

(5) これ以外にも、通学区域の変更等に際しては、必要に応じ経過措置をとられたい。

５ 特別調整通学区域の設定について

今回の通学区域変更に伴い、次の地域について特別調整通学区域を設定されたい。

(1) あざみ野南二丁目・三丁目・四丁目に係る小学校通学区域

現在、山内小学校等の通学区域であるあざみ野南二丁目・三丁目・四丁目は、平成

19年４月の黒須田小学校の開校に併せて、あざみ野第二小学校の通学区域に変更され

るが、これに先立ち、あざみ野第二小学校への児童の円滑な移行と山内小学校の過密

緩和のため、平成18年度の１年間のみ、希望によりあざみ野第二小学校に通学できる

よう特別調整通学区域を設定されたい。

なお、対象は、平成18年度の新１年生及び転入者とされたい。

(2) 市ケ尾小学校区域の山内中学校区域（前表再掲）

市ケ尾小学校区域で山内中学校区域となっている荏田北一丁目・二丁目・三丁目

、 、 、は もえぎ野中学校区域への変更に際して 今までの経緯と保護者の要望等を踏まえ

山内中学校へ通学できるよう特別調整通学区域を設定されたい。

(3) 黒須田小学校区域に係る中学校通学区域（前表再掲）

中学校について、これまで特別調整通学区域としてあざみ野中学校への通学が認め

られていた経緯を踏まえ、今回のすすき野中学校への通学区域変更に際して、あざみ

野中学校へ通学できるよう特別調整通学区域を設定されたい。

６ 別途調整する地域について

今回の協議の中で関係校の通学区域の一部について委員から次の見直しの提案がなさ

れた。

これについては、その範囲も含め別途該当地域の方と教育委員会が協議して、必要に

応じ変更していくことを検討されたい。

地 域 変 更 内 容

市ケ尾小学校区域の谷本川南側の一部 市ケ尾小学校区域からもえぎ野小学校

（市ケ尾町２１６７番地の一部） 区域へ変更

すすき野一丁目１番地～２番地 荏子田小学校区域から嶮山小学校区域

へ変更
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おわりに

通学区域については 「学校規模 「通学時間・通学距離 「通学の安全性 「地域コミ、 」 」 」

ュニティとの関係」を総合的に検討するという教育委員会の基本方針を受け、当初想定

した検討事項に加え、委員の提案についても熱心に協議し、これまで記載した「意見」

を本委員会の結論としました。

黒須田地区等の通学区域等の変更に際しては、本意見書を基本としつつ、今後も地域

の意見を聞くなかで、必要に応じ特別調整通学区域の設定や、経過措置を設けるなど柔

軟な対応がなされることを望みます。

今回は、主に黒須田地区周辺の学校規模や通学区域の課題を改善していくために本委

員会で検討しましたが、青葉区には他にも元石川小学校など児童数の増加や通学区域に

課題のある地域があります。黒須田地区に引き続きこれら地域の教育環境の改善にも取

り組んでいただくことを要望します。

さらに、青葉区には、横浜市が保有している学校予定地が複数存在します。昨今の経

済状態や人口動向、特に少子化を考えると、これらすべての予定地に学校が建設される

かどうか疑問の声があります。現状では、スポーツ利用等の暫定利用が行われています

が、その利用実態についても課題があるものと認識しています。これら用地の今後のあ

り方についても、地域とともに検討していく必要があると考えます。

この意見書の提出により、本委員会はその目的を達しますが、今後もいろいろな形で

それぞれの学校にかかわりを持つなかで、今回の意見書が施策に反映され、学校を取り

巻く環境が改善されることを期待しています。そしてそのことにより、それぞれの学校

に通う子どもたちの健やかな成長を願うものです。
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参 考

○ 新設校の校名について（平成16年12月１日意見書提出）

新設校の校名案については、第一部会において、アンケート結果を踏まえ検討し、地

域を代表する学校としてふさわしい名称として、新設校が位置する町名から「黒須田小

学校」と決定した。

この決定に基づき、平成16年12月１日に第一部会長から教育長あてに「新設校の校名

は黒須田小学校とする」という内容の意見書（別添写し）を提出した。

○ 検討経過

回 内 容

第１回 全体会 ・委員長等役員の選任

10月５日） ・黒須田地区周辺の通学区域の現状と課題（

・部会の設置

第１回 部会 ・新設校・周辺校の通学区域素案の提示

10月21日） ・新設校の校名案の選定方法（アンケートの実施を決定）（

第２回 部会 ・新設校の校名案の選定（ 黒須田小学校」と決定）「

11月25日） ・新設校開校時における就学校の考え方を説明（

・新設校及び周辺校の通学区域案の検討

・あざみ野二丁目に特別調整通学区域設定を提案・検討

・美しが丘五丁目等に特別調整通学区域設定を提案・検討

・山内小学校区域内の都筑区あゆみが丘の通学区域変更を提案

・黒須田地区小学校（仮称）の新築工事計画等を説明

第３回 部会 ・黒須田地区小学校（仮称 、あざみ野第二小学校の通学区域案を確定）

１月24日） ・あざみ野南二丁目～四丁目に特別調整通学区域設定を了承（

・中学校の通学区域変更を提案・検討

（あざみ野中学校・すすき野中学校、市ケ尾小学校に係る中学校）

・山内小学校区域の検討

・山内小学校区域内の都筑区あゆみが丘の通学区域変更案を了承

第４回 部会 ・中学校の通学区域変更案を提示

２月25日） （あざみ野中学校、すすき野中学校、市ケ尾小学校に係る中学校）（

・山内小学校区域及び新石川小学校区域の変更案の提案・検討

第５回 部会 ・あざみ野中学校及びすすき野中学校の通学区域変更案を確定

３月17日）（

第２回 全体会 ・市ケ尾小学校に係る中学校の通学区域変更案を確定

３月17日） ・山内小学校区域及び新石川小学校区域の変更案の確定（

・意見書（案）の確認
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（敬称略）青葉区黒須田地区等通学区域調整等委員会委員名簿

委員長 松澤 孝郎（青葉区連合自治会長会会長・荏田連合自治会会長）

副委員長 小野邉 旻（山内連合自治会会長）

顧 問 白井 文雄（中里連合自治会会長）

同 髙木 杲 （上谷本連合町内会会長）

同 兼平謙一郎（美しが丘連合自治会会長）

第一部会長 遠藤 一典（黒須田・大場町地区小中学校建設促進委員会委員長）

副部会長 志田 豊 （ 同 副委員長）

同 白井 福松（大場町一心会会長）

第二部会長 徳江 傳三（荏田宿自治会代表）

副部会長 青木 一泰（ 同 ）

同 金子恵美子（あざみ野第二小学校ＰＴＡ会長）

第三部会長 上杉 勲 （山内小学校前ＰＴＡ会長）

副部会長 加藤 副恵（山内小学校ＰＴＡ会長）

委 員 （順不同）

坂田 清一（鉄町内会会長） 笠原 祐子（あざみ野中学校ＰＴＡ会長）

志村 成三（黒須田自治会会長） 野田 昌美（美しが丘中学校ＰＴＡ会長）

伊達 文治（やよいが丘自治会会長） 塚本 泉美（すすき野中学校ＰＴＡ会長）

大河内純子（あざみ野白ゆり自治会代表） 今井美智枝（みたけ台中学校ＰＴＡ会長）

小方 章 （みすずが丘自治会会長） 長光 淳子（もえぎ野中学校ＰＴＡ会長）

早瀬 晶子（あざみ野団地自治会代表） 蟹江 千鶴（山内中学校ＰＴＡ会長）

和田 茂穂（あざみ野三丁目自治会会長） 梶原 憲司（あざみ野第一小学校校長）

池田 泰子（アルスあざみ野自治会会長） 平澤 節夫（あざみ野第二小学校校長）

野見山さゆり（ダイアパレスあざみ野自治会代表） 宮武 三郎（市ケ尾小学校校長）

横溝 賢次（新石川下谷自治会会長） 惣万 幹夫（美しが丘小学校校長）

金子 吉雄（新石川中村自治会会長） 清水 誠 （美しが丘東小学校校長）

谷野 力 （美しが丘五丁目北自治会会長） 仲田 明也（荏子田小学校校長）

吉村勝太郎（美しが丘五丁目牛込自治会代表） 伊藤 克男（鉄小学校校長）

横山 敏雄（荏田小黒自治会会長） 邑上 途一（嶮山小学校校長）

根本 博 （荏田北二丁目自治会会長） 鳥居 正夫（新石川小学校校長）

小塚 桂子（あざみ野第一小学校ＰＴＡ会長） 庄司 三男（山内小学校校長）

名角 公伸（あざみ野第二小学校前ＰＴＡ会長） 天草 勉 （あざみ野中学校校長）

岡本 睦子（市ケ尾小学校ＰＴＡ会長） 石浦 一夫（美しが丘中学校校長）

城所 哲夫（荏子田小学校ＰＴＡ会長） 長南 東三（すすき野中学校校長）

小駒 京子（鉄小学校ＰＴＡ会長） 菅野 勝 （みたけ台中学校校長）

芳野 惠子（嶮山小学校ＰＴＡ会長） 秋本 健一（もえぎ野中学校校長）

工藤 恒一（新石川小学校ＰＴＡ会長） 渡辺 賢彦（山内中学校校長）



平成16年12月１日

横浜市教育長 伯井 美徳 様

青葉区黒須田地区等通学区域調整等委員会

第一部会長 遠藤 一典

青葉区黒須田地区小学校（仮称）新設に伴う学校名に関する意見書

１ 校名案

(1) 名称 「黒須田小学校 （くろすだしょうがっこう）」

(2) 理由

青葉区黒須田地区等通学区域調整等委員会（以下「調整等委員会」という ）。

第一部会では、調整等委員会設置要綱に基づき、新設校の校名案に関する事項を

検討してまいりました。

校名案を検討するに当たり、地域の総意で決めたいと考え、実質的な母体校で

あるあざみ野第二小学校の児童の保護者、新設校の想定通学区域にいる児童の保

護者及び関係自治会にアンケートを実施することにより意見を募りました。この

結果 「黒須田小学校」が意見総数の約70パーセントを占めて第１位となりまし、

た。これをもとに当部会において、慎重に検討を行い、地域を代表する学校とし

てふさわしい名称として、新設校が位置する町名から「黒須田小学校」と決定し

ました。

２ 学校環境説明書

学校設置場所は、青葉区黒須田34番に位置します。

、 、 、黒須田は 青葉区の北側にあり かつて里山の景観ただよう静かな地域でしたが

昭和50年代後半に入って大場町と共に大規模な土地区画整理事業が行われ、計画的

な街づくりが進められてきました。自然環境に恵まれたこの地区は、戸建住宅中心

に発展してきましたが、近年になり集合住宅等の建設によって若い世帯の転入が増

え、今後も児童数の増加が見込まれます。

学校予定地は、想定通学区域のほぼ中心のやや高台に位置し、黒須田前田公園に

隣接した緑の多い住宅地にあり、学校環境としては恵まれた地域です。

こうした地域環境に加え、中里連合自治会を中心とする地域住民の方々の強い支

えがあります。児童の教育に向ける熱意、学校に対する理解と協力のもとで、子ど

もたちの健やかな成長が期待されます。
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